
世界で活躍する JET プログラム経験者
JET プログラム経験者（以下、JET 経験者）は、ALT

（外国語指導助手：Assistant Language Teacher）や 
CIR（国際交流員：Coordinator for International Re-
lations）、SEA（ス ポ ー ツ 国 際 交 流 員：Sports Ex-
change Advisor）として日本全国の自治体で地域の国
際化に貢献した後もその経験を活かし、日本国内や母国
でキャリアを積みながら、日本と各国の架け橋として世
界中で活躍しています。

クレアニューヨーク事務所では、このように各分野で
活躍する JET 経験者の貴重な知見を共有するため、セ
ミナーの開催や各種媒体への寄稿依頼を行っています。
本誌では、12 月 8 日に行われたウェビナー「食で日本
と米国をつなぐ」についてご紹介します。

ウェビナー「食で日本と米国をつなぐ」
本ウェビナーでは、海外向けに日本食ギフトボックス

の配送サービスを提供しているココロケアパッケージ共
同創業者のリリアン・花子・ローラット氏を招き、日本
の自治体関係者向けに、アメリカでの日本の地域産品の
プロモーションについてご講演いただきました。逐次通

訳は、同じく JET 経験者であるキア・シェリーン氏に
依頼しました。

ローラット氏は幼い頃から日本の食文化に魅了されて
いたそうです。2003 年から 2005 年まで JET プログ
ラムに参加し、新潟県柏崎市にて ALT を務めた後、約
10 年間の金融業界での経験を経て、もう 1 人の共同創
業者である杉山亜紀氏と共にココロケアパッケージを設
立し、杉山氏は日本で、ローラット氏はアメリカで活躍
されています。
「和食」はその伝統、品質などから、ユネスコの無形

文化遺産に認定されていますが、それを支える日本の農
業従事者の減少と高齢化は大きな課題となっています。
日本の最大の貿易相手国の 1 つであるアメリカでは、
日本食の人気は高く、需要は増加しているものの、文化
としての日本食の伝統やその背景などの理解が広まって
いるとは言えない状況です。そこで、日本の生産者を支
援しながらアメリカで日本食への理解を深めてもらうに
はどのようにすればよいかを考えた結果、ココロケア
パッケージ設立に至りました。

「食」を通じた日本の地域社会への支援
ココロケアパッケージでは、高品質な食品を厳選して

詰め合わせた日本食パッケージを、日本から世界 35 カ
国に届けています。自然素材、無農薬、伝統的な製法に
よる手作りなどにこだわった商品を届けるだけではな
く、その商品の生産者や生産された地域に関するストー
リーをあわせて伝えることにより、日本の生産者と世界
中の人々との間にコミュニティや繋がりを作ることを理
念としています。そのため、パッケージに同梱するパン
フレットの作成に非常に力を入れており、紹介する商品
の詳細や原材料だけでなく、生産者のこだわりや伝統、
レシピ、食べ方、地域の特徴も含めて詳しく説明していウェビナーに登壇するローラット氏
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ます。ココロケアパッケージの Web サイトにおいても
生産者の紹介を行っています。

印象的だったのは、日本への旅行が難しくなっている
コロナ禍にあっても、「食」を通して日本文化の理解を
深め、日本への興味を持つ機会を作ることは可能であり、
将来的なインバウンド需要を喚起しながら日本の地域社
会を支援していきたいと話されていたことです。

自治体との提携事例
自治体との提携事例として、2 年連続でココロケア

パッケージと提携している神奈川県の取り組みが紹介さ
れました。取り扱う商品はいずれも神奈川県産のもので
すが、そばかりんとうやお茶など定番もあれば、梅生姜
ディップ、味噌クッキーなど、目新しいものもあります。

日本国外で馴染みのない日本食を紹介する際には、和
と洋をうまくコラボレーションさせ、クリエイティブに
新しいものを生み出す発想が必要です。例えば、梅生姜
ディップは、「梅」を海外の人にも馴染みがある「ジン
ジャー（生姜）」と合わせることにより、抵抗感を軽減
させています。日本国外で手に入りにくく、知名度が低
い食品ほど、ココロケアパッケージで取り扱う意義があ
り、その商品の背景も含めて知ってもらえるよう心がけ
ているそうです。

また、商品を「TabiEats」などの YouTube で紹介し、

積極的なプロモーションを行っています。加えて、アン
ケート調査も実施し、フィードバックを日本の生産者に
届け、海外のニーズに沿った商品開発を生産者と協力し
実施しています。

おわりに
参加した自治体関係者からは多くの質問が寄せられ、

非常に関心の高いトピックであることを改めて実感しま
した。クレアニューヨーク事務所では、今後も  日本の自
治体にとって有益な情報の発信を推進してまいります。

この度ご協力いただいたココロケアパッケージのホー
ムページは左下の QR コードからアクセスできます。コ
コロケアパッケージへのお問合せは、info@kokoro-
cares.com までご連絡ください（日本語、英語対応可）。

また、当日のウェビナーの様子は、右下の QR コード
から視聴できますので、ぜひご覧ください。

ココロケアパッケージのホームページ「Our Producers」

地域について紹介するココロケアパッケージのパンフレット
（神奈川県）

神奈川県との提携商品

ウェビナー視聴はこちらからココロケアパッケージ
ホームページ
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